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平成 30年度第２回県央地区保健医療福祉推進会議ワーキンググループ結果概要 

 

１ 日時 

 ○東部地区：平成 30年 11月 27日(火) 18時から 19時 

 ○西部地区：平成 30年 12月４日（火） 18時から 19時 15分 

 

２ 場所 

○東部会議：厚木保健福祉事務所大和センター 講堂 

○西部会議：厚木合同庁舎２号館 ４ＡＢ会議室 

 

３ 参加者 （別紙 1-1、1-2参照） 

 一般病床及び療養病床

を有する病院 

精神病床のみを

有する病院 

県央地区保健医療

福祉推進会議委員 

計 

東部地区 ３０ １ ５ ３６ 

西部地区 １４ ８ ５ ２７ 

計 ４４ ９ １０ ６３ 

 

４ 内容 

 (1)地域からの報告 

 【東部地区及び西部地区共通】 

  ・平成 30年度のスケジュール、第１回ワーキンググループ結果概要、地域医療構想を踏

まえた「2025年に向けた対応方針」等について、地域医療構想の活性化のための地域

の実情に応じた定量的な基準の導入について、事務局から報告した。 

  →質疑なし 

 

(2)2025年に向けた対応方針 

 【東部地区】 

  ・東部地区の民間医療機関から 2025年に向けた方針について、課題や今後地域で担う役

割、病床機能の変更等の予定や内容等を中心に別紙 2-1、2-3のとおり説明。 

 【西部地区】 

  ・西部地区の民間医療機関から 2025年に向けた方針について、課題や今後地域で担う役

割、病床機能の変更等の予定や内容等を中心に別紙 2-2、2-3のとおり説明。 

 

 【質疑、意見交換等】   →：事務局 

  ○病床機能について 

   ・地域や施設などからご飯を食べない、肺炎という理由で入院してきていて、地域包括ケア病

棟の在宅比率がギリギリである。（西部、内科、精神科[認知症]の患者が多い病院） 

   ・在宅比率は診療科の違いによるものではないか。地域包括ケア病棟を始めたことで、在宅比

率はクリアできているが、急性期病床のコントロールが難しい。入院のコントロールは何と

かなるが、退院のコントロールが意外に難しいと感じている。（西部、整形外科が多い病院） 

   ・大病院とは異なるので、重症は手に負えないが、脳外科が専門なので脳卒中を中心にした疾

患への対応をしていきたい。（西部） 

資料３ 

 



2 

 

  ○地域包括ケアについて 

   ・地域の開業医の先生との連携を密に行っている。11月から院内の訪問看護ステーションを移

転しており、地域包括ケアの充実に努めたい。（西部） 

   ・通所リハビリテーションは始めたばかりなので、ケアマネージャーがいる事業所に PRしてい

るところである。介護１～２の人でやっていこうと考えている。（西部） 

  ○人材確保について 

   ・改正医療法において、医師偏在の対策は都道府県の責務だが、どのように考えているのか。

（東部） 

   →持ち帰り、担当グループと話をしたい。 

   ・急性期、回復期、慢性期を継続してやっていきたいが、地域的な問題もあり、職員確保が難

しい状況が続いており、永遠の課題。職員が辞めない方策に力を入れている。（西部） 

  ○認知症患者や身体合併症を有する精神疾患の患者への対応について 

   ・精神疾患を有する入院患者が身体合併症を起こした場合、一般病院で引き受けてもらえず、

困ることが多い。個人的には内科と精神科の両方を有する病院で対応していただくのがよい

のではないかと思う。（東部） 

   ・認知症疾患センターとして、困った状態の患者の紹介を受け、落ち着いた状態になってから

元の医師に戻すという役割を担っている。精神科医師２人体制で対応しており、認知症治療

病棟が満床近くとなっており、認知症患者が増加する今後、診きれるのかというのが懸念材

料である。（西部） 

   ・精神科医が身体疾患を診られるようにするための研修を行っている。各病院でそうした研修

を受ける医師が増えれば違ってくるのではないか。身体合併症の入院患者をお願いした病院

に必要なときに精神科医を呼んでもらう、時々精神科医が訪問するという連携が取れればよ

いのではないか。（西部） 

   ・慎重な内科医の場合、精神科の主治医が抗生剤で様子をみてはどうかといっても、家族と相

談して身体合併症をみるために転院するケースもある。そうならないよう、精神科の主治医

と相談するという体制にしている。（西部） 

   ・精神科単科の病院なので、重症患者を診ることができない状況で、今後もこの状況は継続す

ると考えている。（西部） 

   ・急性期病院から、身体合併症を有する精神疾患の患者の紹介をされることが多いが、困るの

はアルコール依存症の患者である。身体疾患は治療できるが、アルコール依存症の治療を受

ける病院がなくて困っている。（西部） 

   ・精神科でもアルコール依存症を専門にしている病院は少数で、県内でも２～３病院である。

（西部） 

  ○働き方改革について 

   ・医師の働き方改革が言われている。まずは研修医からと考えており、常勤医は次の段階とな

る。働き方改革の対策について、地域医療介護総合確保基金を活用している事例があれば、

他県の事例も含めて教えてほしい。（東部） 

   →区分３は医療従事者の確保や勤務状況の改善が該当し、活用の余地はあると思う。事業提案

をいただければ、国と相談しながら考えたい。他県の事例については担当グループと話をし

たい。 
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【東部地区】

出席者名簿【実績】

○医療機関 平成30年11月27日(火)

湘陽かしわ台病院 院長 髙原　和享
たかはら　かずゆき

事務部長 鈴木
すずき

　通
とおる

海老名総合病院 病院長 服部
はっとり

　智任
ともたか

管理部長代理 吉野
よしの

　清志
きよし

オアシス湘南病院 院長 住山
すみやま

　雅紀
まさき

事務長 石田
いしだ

　茂
しげる

さがみ野中央病院 事務責任者 阿部
あべ

　泰輔
たいすけ

座間厚生病院 欠席

相模台病院 院長 大谷
おおたに

 剛正
よしまさ

事務部長 持丸
もちまる

　幸一
こういち

相武台病院 院長 中川
なかがわ

　正行
まさゆき

事務長 麻生
あそう

　明宏
あきひろ

座間総合病院 病院長 渡
わたり

　潤
じゅん

管理部長 池田
いけだ

　弘
ひろし

南大和病院 病院長 茅野
かやの

　修史
しゅうじ

事務長 清家
せいけ

　幸治
こうじ

みどり野リハビリテーション病院 院長 大山
おおやま

　治
おさむ

事務長 前田
まえだ

　誠
まこと

中央林間病院 院長 木山
きやま

　智
さとし

事務長 小野木
おのぎ

　雅史
まさふみ

大和病院 院長 石井
いしい

　一彦
かずひこ

桜ヶ丘中央病院 院長 島﨑
しまざき

　猛
たけし

事務長 酒井
さかい

　篤史
あつし

愛育病院 欠席

大和成和病院 院長 倉田
くらた

　篤
あつし

総務課事務責任者 平田　真教
ひらた　まさのり

綾瀬厚生病院 病院長 徳永
とくなが

　唯志
ただし

事務責任者 神田
かんだ

　和明
かずあき

大和徳洲会病院 院長 川本
かわもと

　龍成
たつなり

事務部長 里
さと

　憲明
のりあき

大和青洲病院 院長 清水
しみず

　正法
まさのり

事務部・係長 田澤
たざわ

　佳紀
よしのり

大和市立病院 病院長 五十嵐
いがらし

　俊久
としひさ

病院総務課長 渋谷
しぶや

　孝士
たかし

○県央地区保健医療福祉推進会議　委員

厚木医師会 会長 馬嶋
まじま

　順子
よりこ

大和市医師会 会長 小林
こばやし

　米幸
よねゆき

海老名市医師会 会長 髙橋
たかはし

　裕一郎
ゆういちろう

座間綾瀬医師会 会長 五十棲　優
いそずみ　まさる

大和・高座病院協会 会長 髙原
たかはら

　和
かずゆき

享

平成30年度第２回県央地区保健医療福祉推進会議ワーキンググループ

備考団体名 役職名 氏　名

湘陽かしわ台病院　院長

医療機関名 役職名 氏　名 役職名 氏　名 備考

（推進会議

委員）
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【西部地区】

出席者名簿【実績】

○医療機関 平成30年12月４日(火)

厚木佐藤病院 病院長 佐藤
さとう

　史
ふみ

朋
とも

事務部長 佐々木
ささき

　徹
とおる

相州病院 病院長 三浦
みうら

　賢吾
けんご

事務部長 久
きゅうざき

﨑　進一
しんいち

仁厚会病院 欠席

神奈川リハビリテーション病院 病院長 杉山
すぎやま

　肇
はじめ

事務部長 小松
こまつ

　一則
かずのり

湘南厚木病院 　欠席

近藤病院 院長 近藤
こんどう

　勉
つとむ

事務長 平林
ひらばやし

　広康
ひろやす

東名厚木病院 病院長 山下　巌
やました　いわお

事務長 久木田
くきた

　光司
こうじ

愛光病院 理事長・院長 竹内
たけうち

　知夫
ともお

事務長 渡邉
わたなべ

　美知
みちたろう

太郎

副理事長・副院長 竹内
たけうち

　俊介
しゅんすけ

厚木市立病院 病院事業局長 内田
うちだ

　晃
あきら

経営管理課長 岸
きし

　康弘
やすひろ

亀田森の里病院 院長 須藤
すとう

　隆二
りゅうじ

事務長 尾形
おがた

　淳一
じゅんいち

神奈川中央病院 事務長 菅原
スガワラ

 進
ススム

AOI七沢リハビリテーション病院 院長 磯谷
いそたに

　栄二
えいじ

事務長 小暮
こぐれ

　桂
けい

葉
よう

愛川北部病院 事務局長 鈴木
すずき

　実
みのる

清川遠寿病院 事務長 丹羽
にわ

　規
のり

之
ゆき

事務次長 渡辺
わたなべ

　淳
じゅん

○県央地区保健医療福祉推進会議　委員

厚木医師会 会長 馬嶋
まじま

　順子
よりこ

海老名市医師会 会長 髙橋
たかはし

　裕一郎
ゆういちろう

座間綾瀬医師会 会長 五十棲　優
いそずみ　まさる

厚木病院協会 会長 山下
やました

　巌
いわお

大和・高座病院協会 会長 髙原
たかはら

　和
かずゆき

享

東名厚木病院　病院長

湘陽かしわ台病院　院長

団体名 役職名 氏　名 備考

平成30年度第２回県央地区保健医療福祉推進会議ワーキンググループ　

医療機関名 役職名 氏　名 役職名 氏　名 備考

（推進会議

委員）

別紙1-2


